
topics 1111 ＊ 
富士山の防災に関する最近の働向と今後の見通し

1.富士火山をめぐる砂防の取り組み

富士山が日本を象徴する山岳であることを否定す

る人はほとんどいないであろう。しかし、活火山で

あることを認識している人はどの程度なのか。以前

は活火山、休火山、死火山の区分があると教えられ、

昔は唄火したことがあるが、しばらく噴火していな

い休火山であるか、もう噴火することのない死火山

と思っている人がいるのではないか。

2000年9月下旬より富士山の直下深さ15kmの地下

で「低周波地震」の回数が急増したことがマスコミ

に取り上げられ、一部センセーショナルな記載もあ

った。「富士山は今も生きている」火山であること

を、忘れかけている国民にみずから伝えようとして

いるかのごとく、このイベントをきっかけに社会の

様々な動きが始まった。もう一つのトリガーは2000

年に相次いで咬火した有珠山と三宅島であった。

それまで地元では年間2000万人に及ぶ観光客、リ

ゾート利用者、登山客への影響を懸念して、火山防

災そのものについて消極的であった。とくに10年以

上前に宮士山噴火説がl喧伝されて、その影響で一部

観光客が減少したことなどが、このような態度を助

長したものと考えられる。

昨年11月に富士砂防工事事務所、山梨県、静岡県

の共催による富士山火山砂防シンポジウムが富士吉

田市で開催され、ここでは地元市町村からも富士山

が活火山であることを認識し、火山防災に積極的に

取り組むきっかけとしてJヽ ザードマップを作成しよ

うとの発言があるなど、大きな転換をみせている。

実は火山砂防の世界では宮士山は活火山であるこ

とは常識で、もう 10年以上前より国土交通省富士砂

防工事事務所や山梨県、静岡県の手で調査が進めら

れている。その内容は過去の哄火実績の整理やハザ

ードマップ作成のための基礎検討、火山防災知識の

普及や啓蒙資科の作成など多岐にわたっている。

このような中で、平成12年度末には富士山火山防
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災ハンドプック第2版とともに臼士山火山災害実級

マップが作成され、平成13年度には配布が開始して

いる。これらの査料は、火山噴火の歴史と実綾範囲

を示すことによって、過去2000年間で確実にわかっ

ているだけで10回もの唄火を起こしていることをわ

かりやすく示している。同時に最近日本各地で起こ

った噴火災害と噴火現象について写真や固を用いて

解説するなど、住民の富士山噴火に関する知識の向

上を目指している。

2.国を挙げての体制が動き始めた

このような状況のもと、平成13年6月に富士山ハ

ザードマップを作成することが、内閣府、総務省、

国土交通省から発表された。その内容は「臼士山に

おいて、火山災害の事前評価を行い、住民へ正しい

情報を提供すること、広域的な防災対策を踏まえた

防災計画を策定すること、火山と共存する地域計画

等を検討することを目的とし、周辺住民 ・観光客の

富士山の火山活動に対する認識の向上を屈るととも

に、行政側が策定する各種防災対策の基礎とするた

めに、関係機関が協力して富士山の火山ハザードマ

ップの作成に箔手することととなった。」というも

のである。

国内には86の活火山があり（気象庁の定義）、そ

のうち30程度の火山は咬火活動によって周辺地域に

被害をもたらしやすいとされている。そのため平成

3年度より当時の国土庁（現内淵府防災担当）では

火山ハザードマップ（被害想定区域や避難地 ・避難

路などの防災関係施設の位爵、災害時に対応すべき

事項等を総合的に表示した地因）の作成指針を策定

して、マップ作成の地方自治体への補助を行ってい

た。同時に建設省（現国土交通省）でも火山砂防事

業の基礎資料として「火山災害予想区域図」を検討

するとともに、その情報を地元自治体に提供して地

域のハザードマップ作成への支援や協力を進めてき

た。その結果、平成13年7月までに18火山でハザー

ドマップが作成 ・公表された。
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ところで、宮士山は山体が大きく、すそ野が広い

ことから、多くの市町村を対象とした広域的な防災

対策が必要である。また、 1707年の宝永噴火以降約

300年間の静穏期をはさみ、次の噴火がどのような

形態で想定されるのかなど、技術的課題が多くある。

そのため、宮士山の火山ハザードマップは地元自治

体と国が協力しないと作成することが困難であっ

た。今回の発表により、その体制が監ったことにな

る。具体的には、「富士山ハザー ドマップ作成協艤

会」を設立し、関係自治体や機関が協力してハザー

ドマップの作成を進めることとしている。

また富士山ハザードマップの作成にあたっては、

学識者等から構成される窟士U」ハザードマップ検討

委員会を設置し、さまざまな見地から検討を加える

ことになった。委貝会による検討結果は協議会に答

巾され、それを踏まえて協議会がハザードマップを

作成することとなっている。また、検討委員会は、

咬火規模 ・様式や火山活動異常時の対応等について

の検討を、火山哄火予知連絡会富士山ワーキンググ

ループと連携して進めることとしている。協議会と

検討委貝会の関係を図ー1に示す。

平成13年7月11日、中央官所合同会議所（東京都

港区）において第1回の協議会が開催された。会議

には村井防災担当大臣、松下内閣府副大臣をはじめ、

関係省庁、神奈川、山梨両県知事、静岡県副知事、

地元市町村長らが出席し、富士山ハザードマップ検

討委員会の設置、委員会報告をもとに平成14年度末

を目途に宮士山ハザードマップを作成すること、各

種防災計画等への反映、富士山ハザードマップの周

知などについて意見交換がなされた。

貨士IUハザードマップ検討委貝会は、協談会の諮

問を受けて「周辺住民、観光客の富士山の火山活動

に対する認識の向上を圏るとともに、行政側が策定

する各種防災対策の基礎として活用できる火山ハザ

ードマップを富士山に整備する」ことを目的に設置

された。委員構成は火山、砂防、災害社会学など多

岐にわたり、荒牧重雄東大名誉教授が委貝長に就任

された（表4)。

第1回委貝会は、平成13年7月16日にシェーンバッ

ハ ・サポー （東京都千代田区）で開催された。おも
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図-1 冨士山ハザードマップ検討の構成
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写頁-1 富士山ハザードマッブ作成協頃会

（平成13年7月11日、中央合同会議所）

な識題は今後の検討の進め方についてであるが、 2

年間という限られた期間内の検討成果が求められて

いることから、効率的かつ有効な検討をいかに して

進めるかが論点となった。

委貝会では、①過去の噴火災害実鎖に1関する既存

賓料の吟味、調査等、②将来の噴火想定（噴火シナ

リオの想定、哨火形態別予測シミュレーション）、

③二次的土砂災害等を含む唄火被害の想定、④防災

機関における情報伝達、活用を踏まえたハザードマ

ップのあり方、⑤一般住民、民問企業等に対する情

報提供、活用を踏まえたハザードマップのあり方、

⑥市民生活、観光等産業と防災対策の共存等ハザー

ドマップとして配慮すべき事項、⑦ハザードマップ

におけるGISの活用、について検討する予定である。

これらの多岐にわたる課題を検討するため、委口

会の下に部会を設けることが決まっている。一つは

基図部会で、火山学や砂防学に基づく噴火シナリオ

やハザードゾーニングについて検討する。もう一方

は活用部会で、防災計画への展開や住民 ・観光客等

への公表方法などを検討する予定である。

さらに基固部会では火山哨火予知連絡会と述携を

図り、咬火規模と様式の想定等については、同連絡

会での検討結果を適時活用していく。

今後、現地調査や資料収集とともに以上の検討課

題が同時並行で進められる。当センターでは、検討

委員会事務を担当するとともに、検討課題について

も現地調査、賓科解析や、数値シミュレーションな

どを実施すべく、砂防部、総合防災部、技術研究所

のスタッフが協力してプロジェクトチームを結成し

ている。

写真2 検討委員会

（平成13年7月16日、シェーンパッハ・サポー）

3.これからの火山防災の指針となる富士山ハザー

ドマップ

冒頭にも書いたように富士山は日本を代表する火

山である。山体規模が余りにも大きいため、今まで

調査が充分には行われてこなかったこともあり、 I府

火史の全容が把握されているわけでもない。しかし、

今年から始まったハザードマップの検討では、まず

検討されたハザードマップを受け入れる素地が、協

議会という組織で存在していること。さらに、防災

目的を前面に出して、ハザードマップの検討が単なる

火山学的あるいは砂防学的な研究成果にとどまら

ず、社会システムの中で市民生活と密滸した防災体制

を検討するための契機にしていることが特箪される。

これまで作成された火山ハザードマップは、被害

予想区域を示すことに主眼がおかれているものもあ

る。防災の基礎知識や避難場所などが付加情報とし

て記載されているものもある。窟士山ハザードマッ

プでは、これらの既存ハザードマップの長所を取り

入れ、さらに一般への周知、防災機関での活用や、

火山と共存する安全で活力のある地域づくりに十分

配慮したものを目指している。

そのような意味でも、今後のわが国の火山防災の

指針として、検討成果そのものが活かされ、また窟

士山ハザードマップの検討プロセスやその仕組みが

参考にされることが期待されている。

参考 ：内閣府では富士山ハザードマップ専用のホー

ムページhttp://www.bousai.go.jp/fujisanで梢報

提供を行っている。典味のある方はご覧下さ
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